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Beyond the border
〜すべてをつないで新ビジネスを創造するアプローチ〜

2018年10月30日
株式会社ウフル チーフ・イノベーション・オフィサー

IoTイノベーションセンター所長兼エグゼクティブコンサルタント

八子知礼

NO IoT NO FUTURE

「通信新世界！ 5G時代のビジネス共創」フォーラム
～NECと共に巻き起こすオープンイノベーション・ブレークスルー～
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八子知礼 (株)ウフル チーフ・イノベーション・オフィサー
IoTイノベーションセンター所長兼エグゼクティブコンサルタント

 大学院では4層ニューラルネットワークと遺伝的アルゴリズムで人工生命モデルを研究

 松下電工株式会社にて通信機器の企画開発や新規サービス事業の立ち上げに従事

 複数のコンサルファームで合計17年を超えるコンサルティング経験 （通信・ハイテク業界を担当）

 2014年にシスコシステムズ合同会社にてシスココンサルティングサービスの立ち上げに参画

 2016年4月に (株)ウフル IoTイノベーションセンター 所長就任

 クラウド利用促進機構 運営委員、日本英語検定協会 理事、mRuby普及促進協会アドバイザ、
日刊工業新聞「ニュースイッチ」ファシリテーター、「IoT News」運営アールジーン社外取締役

 広島県産業振興アドバイザー、高知県土佐まるごとビジネスアカデミー講師/アドバイザー

Wireless Wire News
日本のIoTを変える99人

「モバイルクラ
ウド」出版

「図解クラウド
早わかり」出版

NewsPicksのテクノロ
ジー領域のPROピッカー

フォロワー数
8,571

フレンド数
4,996

フォロワー 4,460
PROピッカー

「IoTが全部わかる教
科書」出版

フォロワー数
1,309 「現場の活用事例でわ

かるIoTシステム開発テ
クニック」
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急成長するクラウド＋IoT＋デジタルマーケティングの
インテグレータ／コンサルティング企業です

IoTプラットフォーム開発／
PoCの支援

クラウドシステムの販売／
開発・導入

IoTコンサルティング／
コミュニティの運営

マーケティング支援・
ソーシャルリスニング調査分析

広告クリエイティブ・Web制作

データアナリティクス・AI開発

社名の由来とめざすビジョン

年々2倍に急成長するベンチャー

成長率202.78%を

記録して9位。

日本経済新聞NEXTユニコーンに掲載

強力なパートナー連携と共創コンセプト

ウフルとはスワヒリ語で「自由」を意味

テクノロジーと自由な発想で未来を創る
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IoTと目指す姿
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Connected Deviceが爆発的に急増

SOURCE： ZK Research, 2016 

500億台

100億台10億台2億台
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「第3のプラットフォーム」登場10年間でデータ爆発するも・・・
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• さまざまなモノゴトがインターネットにつながってデータがやり取りされることで、自動的に
様々なモノゴトが処理されるようになる世界観です。

7

IoTと見えてない現実を見える化する「モノゴトのインターネット」

ヒト・モノ 環境・コト（サービスやプロセス）

データで
状態を見える化

データで
自動制御

現実世界を把握・管理 比較・分析結果をフィードバックInternet
（Cloud）
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• 現実世界と同じ状態・環境をデジタル上に構築してシミュレーションし、様々な状況変化にどう
対応するか未来予測して現実世界へフィードバックするモデル

目指す姿：IoTで目指す姿は“Digital Twin“
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• 元はハードウェア／モノの製造販売だったビジネスモデルをIoTで進化させた

事業ドメイン拡張による複合的イノベーションモデルの追求
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• 工場内の設備やリソースをIP網で統合接続, 設備と人をつないだ生産性向上の実現

Harley-DavidsonのYork工場
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境目に着目した課題抽出／

検討アプローチ
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• あらゆる課題は物理的、時間的、組織的・・・etcといったモノゴトの「境目」で起こっ
ています。

12

世の中のモノゴトの課題は「境目」で起こっている！

例：
社長のビジョンが現場ス
タッフにまったく伝わって
おらず自分達の作業が優先
されて社外パートナーとの

協業が遅れている

例：
お客様から送られてきたFAX
の申込状をOCRで取り込ん
だが字が汚くて手入力でシ
ステムに再入力している

例：
設計部門では精査した品質
基準が、生産部門では十分
に遵守されずに歩留まりが

上がらない

例：
昨年までは天候が順調だっ
たので作高が良かったが、
今年は天候が変わったので

どうも調子が悪い

例：
都市部のエスタブリッシュ
はヒラリーを支持したが、
田舎部の貧困層ではトラン
プが絶大な人気を誇ってい

て大統領に選ばれた

例：
平面はGoogleMapで検索で
きるが、行きたいのは51階
建て六本木ヒルズ倶楽部で
の垂直方向は検索できなく

て不便だ
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IoTは全てのつながっていないモノゴトをつないで社会課題を解決するアプローチ
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• 繋がっていない／境目があるところには業務上／組織上／文化上／経済上といった様々な課題が
潜んでいます。その課題を解決するために「つなぐ＝IoT」の考え方を用いて境目を無くすことが、
業務改善や組織問題の改善、ひいては社会問題の解決に繋がります。

14

IoTは境目の課題に着目して「つなぐ」発想で検討することが重要

IoTの
要素レイヤ

③調達・購買 ④製造・生産 ⑤販売 ⑥物流 ⑦サービス・サ
ポート

②マーケティン
グ

①R&D

人

プロセス

データ

モノ
（設備） モノの位置情報や状態、稼働情報などをリアルタイムで把握できるようにつなぐ

オープンなシステムで様々なデータをシームレスに扱えるようにつなぐ

人手に多大に依存する事なく、業務と業務の間、社内と社外の業務をシームレスにつなぐ

異なる組織や人々スムーズににコミュニケーションできるようにつなぐ

それぞれの業務の流れをつなぐ

異
な
る
要
素
を
つ
な
ぐ
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• 業務プロセス、組織や人、アナログ手段の多発で、つながらず課題だらけであると言えます。

例：精密機器製造業における課題マップ

⑤製造
搬入/仕込

み
テスト 本番製造 検査

⑧保守⑥流通 ⑦販売③開発 ④調達②設計①企画

人

プロセス

データ

モノ

ユーザの要望を効率的
に収集できず、正確な
情報を開発と共有でき

ていない

生産工程は自動化
されているが、オペレ
ーター対応・アラート後
の現場対応・設備メン
テナンスなど、ヒトが
関わるプロセスと連携できていない

グローバル開発や産学
官連携において、社内
外との情報共有・アイ
デアだし・プロセス連

携が途上である

すぐに担当者や専門家とコミュニケーションを取りたくても、相手の居場所・状況が分からない、物理的に離れているといった理由でコンタクトから解決にまで時間
がかかり、設計から上市までに長い時間がかかっている

取得したデータをどう活用すれば良いかわからない

業界全体や競合他社の技術を自社製品の開発に取
り入れきれてない

ノウハウが俗人的になって標準化できていないため、スキルにバラつきが生じている

企画・設計・施策が、机上での作業
になってしまっており、本番のライ
ンの状況と大きな乖離が生じている

製造現場での改善要求や保守・メンテナンスで顧客から言われている内容が、新製品の企画・設計に反映されるまでステップが多く、実際に反映されるまでのスピー
ドが遅い

工程のチェックポイントを紙と目検で確認しており、精度が悪い

少量多品種生産に対応できない

今の製造・流通・販売状況がリアルタイムで把握できないため、緊急対応ができない(BCP)

欲しいデータを取れる環境やツールが整っ
ていない

不良品への対応に時間を要
し、無駄に原材料を使って

しまっている

企画や設計ではデータ化されてい
る製品の仕様書が保守現場では紙
で共有され、情報が最新化されて

いない

多品種対応のライン組替に時間がかかる・最適化ができていない

ベテランと若手の密な連携が必要

IoTの
要素レイヤ
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Hamburg Port Authority（HPA）での共通基盤上でのSensing/ICT環境

SOURCE：Cisco Systems

船・鉄道・トラックをまたいで複雑化していたシステムをHPAが共通基盤として運
用するインフラに統合し、利用者に月額課金で環境を提供
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Hamburg Port Authority（HPA）でのIoTの課題抽出フレームワーク適用例

HPAが保有・運営する共通基盤上にインフラを集約
業務やシステムの境目で発生している課題を徹底的につなぐ

港湾全体のスループットが向上し、税収がアップ
ハンブルグ港湾管理局の例
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• デジタルオーシャンにおいては、業界の区分や個々の企業に着目していては動きを見誤り
ます。

• デジタルによって特にIT業界は他産業との境目はなくなりつつある。

18

デジタル時代には業界の境目がなくなる：Connected Industriesへ

製造業 物流 不動産 金融流通・小売 公共 IT／
SI

デジタルオーシャン（海）

・・・・・

実際の
（元の）
業界構造の

深さ

ビジネスモデルで融合

プラットフォームで融合

データで融合

デジタルオーシャン（海）
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• 2014年の東京モーターショーでトヨタ自動車幹部は「電気自動車の時代にクルマは車輪の
ついたスマートフォンのようなものになる」と喝破しましたが、時代は更にその先へ。

19

全てがつながる時代の境界崩壊：自動車産業は他業界との融合へ
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データ活用を見据えた
共創の必要性
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• グローバルな「業界別プラットフォーム化」への取組が業界トップ企業を中心に進んでいる
取り組まなければ同業ないしは同業でない他社に先を越される

• パートナーエコシステムによる共創で自律的な追加アプリケーションの開発と展開が特徴
• 後追いで取り組んでもデータ蓄積量やパートナー確保の観点から追いつけない

21

データ流通をみすえた業界別共創プラットフォーム化の取組背景

音声や場の雰囲気をセンシングし、盛り上がりを検知

村田製作所のプラットフォーム “NAONA”

建設現場に携わる様々なパートナー向けの
オープンなプラットフォームを構築・運用

コマツのプラットフォーム “LANDLOG”

■共通のポイント

• 当該業界の現場で稼働するすべ
てのモノ、コト、ヒト、データ
を繋ぐプラットフォームを提供

• 自社はその中でも得意な領域の
業務特化アプリケーションや
サービスを提供
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主要な業界別プラットフォーム
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• 自社の強みとなる様々な設備や機械の現場データを蓄積し、それを外部パートナーに開放して新
たなサービスやアプリを作ってもらい、エコシステムを形成するのが基本的な構造です。

23

業界別共創プラットフォームの実現像
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• 5G時代にはレイテンシが低いため「あちら」と「こちら」をあまり意識しなくてよい時代が到来

24

クラウド〜５G通信〜エッジAIでどこでもリアルタイムに自動化できる世界へ

5Gサービスの開始
(=リアルタイム超高速大多数収容）

デ
ー
タ
の
吸

い
上
げ

2020年に5Gサービスが始まれば徐々にクラウドとロー
カルデバイスのコンピューティング差は関係なくなる
⇒【仮説】デバイスの数が爆発するとデバイス数に課金
するモデルの優位性が低下する

今の状態

クラウド（というよりもはやAI）

エ
ッ
ジ
処
理

ローカルデバイス／設備機器の上でAI（人工知能）が動く

プラットフォームの連携

将来の像

エッジインテリジェンス

Xchange

実現するモデル

Algorithm
(or業界テンプレート)

ノウハウに課金
（解析アルゴリズム）

データ流量に課金

クラウドかエッジ、
またはクラウドと
エッジの連携でデ
バイス数に課金

AI AI AI AI
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• 新しい通信によって何が拡張されるのか本質を見極めることが必要です。

25

5Gになると変わるネットワークサービスのモノゴト

4G時代の通信の特徴

t
2D画像

遅延のある動画によるサービス等

t
音声

ＶｏＩＰ / VoLTE

5G時代の通信の特徴

t
リアルタイムなテレプレゼンス／
ホログラフィカルな転送サービス

リアル空間のその場の状態を
すべて転送

大容量 低遅延 大量接続

いずれも3Ｇ〜LTE時代に言われたキーワードと同じ

3G時代の通信の特徴

Ｈｅｌｌｏ Ｗｏｒｌｄ

テキストを大量に高速に送るサービス等

大容量の画像や音楽を
高速に送るサービス等

01データの集合

時系列拡張 立体・同時性拡張
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• 現実世界で行われている様々なオペレーションの様子をすべてデジタルツインとしてリアルタイ
ムにデジタル空間上に再現し、AIによって最適化した結果でリアルタイム制御を行う

26

5G時代のネットワークによって実現できるコトの例
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コンピュータとネットワークのリソースプール（海）の中に
人、データ、モノが自由に浮遊し、それぞれがインテリジェンスを持つ

この空間で網目状に繋がったバリューチェーンでモノとコンテンツが作られ消費される
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終わりに
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今後重要なビジネスの方向性
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Beyond the border
すべてのつながっていないものをつなげて境目の課題を解決しよう
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お問い合わせ

@ Uhuru Corporation© Uhuru Corporation

IoTイノベーションセンター
iot@uhuru.jp

八子知礼
IoTイノベーションセンター所長兼エグゼクティブコンサルタント
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